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委 員 会 会 議 録 

（一社）滋賀県トラック協会 

会 議 名 平成２６年度 第５回適正化事業運営委員会 

開催日時 平成２７年３月１０日（火） １０：００～１２：００ 

開催場所 トラック総合会館３Ｆ研修室１ 

出 席 者 
本部長、委員長 
委員１２名、事務局３名、 

 
協   議   内   容 

定刻に開会。 
開会に当たり田中本部長から安倍総理より滋賀県トラック協会に対し、感謝状を戴いた旨の

報告並びに近況報告を含め挨拶があった後、外村委員長が挨拶され、議長となり議題に入る。

 
◯議  題 
（１） 平成２６年度適正事業実施状況 
① 巡回指導結果について 
② 事業計画実施結果について 

 事務局から別紙資料について説明。 
 ◯原価意識向上セミナー及び荷役作業安全ガイドライン説明会どちらも大変好評であった。

 ◯トラック輸送適正取引パートナーシップ会議について 

 ・労働時間の問題が出てきている中、荷主企業の理解が必要である。 

・荷主側の出席者が運送業界の中身について分かっていない。参加メンバーを精査して、も

っと多くの荷主企業に参加してもらえるように主催者に働きかける。 

・会議の回数が少ない。忘れたころに開催しているのでは実のあるものとはならない主催者

に働きかけて、回数を増やす。 

上記の意見あった。 
 
（２） 平成２７年度事業計画及び予算（案）について 
 事務局から資料について説明 
 ・資料中（４）会員の車両データ・事業者台帳等の整備及び管理並びに会員への情報提供の

一斉同報通信情報提供が「おしらせ」のメール配信等に伴い予算額が増額となっている。

 ・資料中（８）マニュアル作成に現物を提示、２６年度及び２７年度予算で作成する旨説明。

  
その他例年通りの内容ということで異議なく承認。        
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（３） その他 
 ・安全性優良事業所認定制度の更なる普及促進について 
 （１）②の事業計画実施結果についての議題に含めて事務局から説明 
  次年度目標を３００とする。 
 ・Ｇマークラッピング啓発車両の募集について 
  （株）外村物流運輸で対応してもらう事で決定 
 ・滋賀の物産を啓発活動の一環として女子部会の協力をいただき実施していく。 
 ・各支部で行っている適性診断について、機器のメンテナンス、人件費等をトラック協会が

負担しているのだから診断料の減額を依頼する。 
  
議事終了の後、適正化指導員 中尾博氏から退職の挨拶があった。 
 
 
 
 
 
 
 
  

次回開催予定 平成２７年６月１１日（木）１４：００分～ 
開催場所 滋賀県トラック総合会館 ３Ｆ 研修室１ 

       
 

 
 
 
 
 

 


